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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（以下「当第２四半期」という）におけるわが国経済は、政府による経済対策や金

融政策などにより、企業収益や雇用情勢の改善傾向が続き、緩やかな景気回復基調で推移しています。しかしな

がら、海外においては、米国の金融政策の動向や中国を始めとする新興国の景気下振れ懸念など、景気の先行き

については、依然として不透明な状況にあります。 

このような環境下、当社グループは国内外での販売力の強化に努めるとともに、製造力及び技術力の向上、

様々な工程での無駄の排除及び改善などに取り組んでまいりました。 

その結果、当第２四半期の売上高は前年同期比88百万円減収（1.4％減収）の6,469百万円、営業利益は同13百

万円減益（2.9％減益）の447百万円、経常利益は同18百万円減益（4.1％減益）の436百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は同5百万円減益（2.0％減益）の282百万円となりました。 

セグメントごとの業況は次のとおりです。

［アンチモン事業］

同事業の販売状況につきましては、家電製品向けの販売などが低調であったことから、販売数量は、前年同期

比で減少し、177トン減少（5.2％減少）の3,237トンでありました。 

原料であるアンチモン地金の国際相場は、5月初旬まで上げ基調でしたが、その後は主産地である中国での景気

減速により内需が低迷し、市中在庫の増加による売り圧力から、下げ基調に転じています。当第２四半期の平均

価格はトン当たり7,736ドルで、前年同期の9,505ドルに比して、18.6%の大幅な下落となっております。 

その結果、同事業の当第２四半期の売上高は、販売数量の減少と販売単価の低下により前年同期比248百万円減

収（6.8％減収）の3,428百万円となりました。セグメント利益は、海外競合会社との価格競争激化などの影響に

より、同93百万円減益（56.6％減益）の71百万円となりました。 

［金属粉末事業］

電子部品向け金属粉の販売状況につきましては、好調なスマートフォン関連需要に支えられ、堅調に推移しま

した。販売数量は、つくば工場の本格稼働に伴い、野田・つくば両工場の生産性の向上が寄与し、前年同期比139

トン増加（40.1％増加）の485トンとなりました。 

粉末冶金向け金属粉につきましては、主用途である自動車部品向けが、堅調に推移し、販売数量は前年同期比

16トン増加（1.9％増加）の904トンとなりました。 

全体の販売数量は、前年同期比155トン増加（12.6％増加）の1,388トンでありました。 

その結果、同事業の当第２四半期の売上高は、前年同期比161百万円増収（5.6％増収）の3,030百万円となりま

した。セグメント利益は、同82百万円増益（29.6％増益）の362百万円となりました。 

［その他］

当第２四半期不動産賃貸事業の売上高は9百万円（前年同期比9.4%減収）、セグメント利益は9百万円（前年同

期比10.1%減益）でありました。 

 

（２）財政状態に関する説明

(資産) 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は6,519百万円となり、前連結会計年度末と比べ475百万円減少い

たしました。これは主に現金及び預金が93百万円、原材料及び貯蔵品が333百万円減少したことによるものであり

ます。固定資産は4,068百万円となり前連結会計年度末に比べ12百万円の増加となりました。 

この結果、総資産は、10,588百万円となり、前連結会計年度末と比べ464百万円減少いたしました。 

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は3,674百万円となり、前連結会計年度末と比べ422百万円減少い

たしました。これは主に短期借入金が228百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が347百万円、未払法人税等

が92百万円減少したことによるものであります。固定負債は1,662百万円となり前連結会計年度末に比べ236百万円

減少いたしました。これは主に長期借入金の減少213百万円によるものであります。 

この結果、負債合計は、5,337百万円となり、前連結会計年度末と比べ658百万円減少いたしました。 

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は5,251百万円となり、前連結会計年度末と比べ194百万円増加

いたしました。これは主に利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益により282百万円増加したこと及び配

当により85百万円減少したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は49.6％（前連結会計年度末は45.8％）となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期の連結業績につきましては、アンチモン事業は原料地金価格の大幅な下落に伴う販売価格の低

下、国内市場では家電向けなどの需要の低迷、海外市場においては競合会社との価格競争の激化などの影響で、

厳しい状況にありましたが、金属粉末事業が電子部品及び自動車部品向け共に堅調で推移しました。 

通期につきましては、アンチモン事業が更に厳しい競合状況に置かれることと金属粉末事業についても需要の

低迷が予想されることから、平成27年５月15日に発表いたしました通期の連結及び個別の業績予想を修正してお

ります。 

詳細につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結累計期間より、日銻精礦（上海）商貿有限

公司は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以降実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、

四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

これによって損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,380,841 2,287,322 

受取手形及び売掛金 1,927,010 1,861,677 

商品及び製品 1,342,062 1,426,364 

仕掛品 215,462 173,319 

原材料及び貯蔵品 1,028,701 694,714 

その他 107,784 82,138 

貸倒引当金 △6,309 △5,849 

流動資産合計 6,995,551 6,519,688 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,184,763 1,175,657 

機械装置及び運搬具（純額） 832,878 785,801 

土地 1,478,590 1,478,590 

その他（純額） 84,486 169,720 

有形固定資産合計 3,580,719 3,609,770 

無形固定資産 60,053 56,662 

投資その他の資産 415,491 401,858 

固定資産合計 4,056,264 4,068,291 

繰延資産 1,508 753 

資産合計 11,053,325 10,588,734 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 814,736 467,155 

電子記録債務 402,099 321,268 

短期借入金 1,873,500 2,102,000 

未払法人税等 239,525 146,723 

賞与引当金 115,149 111,278 

その他 652,158 526,103 

流動負債合計 4,097,169 3,674,529 

固定負債    

社債 18,000 － 

長期借入金 1,444,500 1,231,000 

退職給付に係る負債 313,759 308,753 

資産除去債務 35,220 35,445 

その他 87,387 87,329 

固定負債合計 1,898,868 1,662,528 

負債合計 5,996,037 5,337,057 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,018,126 1,018,126 

資本剰余金 564,725 564,725 

利益剰余金 3,606,284 3,803,382 

自己株式 △147,832 △148,376 

株主資本合計 5,041,303 5,237,858 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,126 △2,556 

為替換算調整勘定 14,857 16,375 

その他の包括利益累計額合計 15,984 13,818 

純資産合計 5,057,287 5,251,677 

負債純資産合計 11,053,325 10,588,734 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 6,558,220 6,469,507 

売上原価 5,653,719 5,559,026 

売上総利益 904,500 910,481 

販売費及び一般管理費 443,182 462,645 

営業利益 461,317 447,835 

営業外収益    

受取配当金 1,841 1,587 

為替差益 4,753 4,300 

受取保険金 9,833 1,035 

助成金収入 801 － 

保険解約返戻金 1,309 2,575 

その他 2,598 2,748 

営業外収益合計 21,136 12,245 

営業外費用    

支払利息 20,380 16,393 

その他 7,206 7,282 

営業外費用合計 27,586 23,676 

経常利益 454,867 436,405 

特別利益    

固定資産売却益 241 － 

特別利益合計 241 － 

特別損失    

固定資産除却損 324 5,880 

特別損失合計 324 5,880 

税金等調整前四半期純利益 454,785 430,524 

法人税、住民税及び事業税 159,256 142,691 

法人税等調整額 7,208 5,232 

法人税等合計 166,465 147,924 

四半期純利益 288,319 282,599 

親会社株主に帰属する四半期純利益 288,319 282,599 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 288,319 282,599 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,505 △3,682 

為替換算調整勘定 991 1,517 

その他の包括利益合計 5,496 △2,165 

四半期包括利益 293,816 280,434 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 293,816 280,434 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３  
アンチモン

事業 
金属粉末
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 
売上高 

3,677,580 2,869,660 6,547,240 10,979 6,558,220 － 6,558,220 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

－ 23,689 23,689 － 23,689 △23,689 － 

計 3,677,580 2,893,349 6,570,930 10,979 6,581,909 △23,689 6,558,220 

セグメント利益 164,453 279,285 443,738 10,524 454,262 7,054 461,317 

（注）１．上記の報告セグメントに含めていない、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益の調整額7,054千円はセグメント間取引の消去7,054千円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３  
アンチモン

事業 
金属粉末
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 
売上高 

3,428,624 3,030,941 6,459,565 9,942 6,469,507 － 6,469,507 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

－ 19,604 19,604 － 19,604 △19,604 － 

計 3,428,624 3,050,545 6,479,170 9,942 6,489,112 △19,604 6,469,507 

セグメント利益 71,415 362,073 433,489 9,463 442,952 4,882 447,835 

（注）１．上記の報告セグメントに含めていない、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益の調整額4,882千円はセグメント間取引の消去4,882千円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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